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　　人口の動き

一一書期璽日現在一
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園の畑でとれたサツマ芋
　　焼き芋会をして味を堪能
　　　　　　　　　　　　　　一10月16日南原保育園一

　きょうは、楽しみにしていた焼き芋会の日です。「早くで

きるといいナー」、などと言いながら、真っ黒に焼き上がっ

たモミガラの中に、園児たちが一斉にサツマ芋を投げ込みま
した。

　2時間ほどして、ようやく焼き芋のできあがりです．「お
いしい」とか、rポカポカしている」などなど………、両
手に焼き芋を握り、満足そうに秋の味を堪能していました。
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黙
　
灘

圃休日救急医

蝋　　

11月10日千手診療所（中央町）a68－2034

　17日中条病院（中条）壼57－3018

　23日至誠堂医院（西浦町）a52－3276

　24日山口医院（下条）實55－2003

12月1日池田医院（本町西）費52－2581

　　8日第二藤巻医院（上野）雪68－2018
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生
活
雑
排
水
の
多
く
が
た
れ
流
し

　
私
た
ち
は
、
炊
事
や
洗
濯
、
ふ
ろ
、

ト
イ
レ
な
ど
に
、
一
人
一
日
二
五
〇
～

三
〇
〇
尉
の
水
を
使
い
、
さ
ま
ざ
ま

な
形
で
川
な
ど
に
流
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
生
活
排
水
を
、
B
O
D
と
い

う
汚
れ
の
度
合
い
を
測
る
指
標
で
み

て
み
ま
し
ょ
う
。
し
尿
か
ら
出
る
B

O
D
量
が
、
一
人
一
日
当
た
り
十
三

酵
ラ
な
の
に
対
し
、
炊
事
、
ふ
ろ
、
洗

濯
な
ど
に
伴
う
排
水
（
生
活
雑
排
水

と
い
い
ま
す
）
か
ら
出
る
B
O
D
量

は
三
十
酵
ラ
に
も
な
り
ま
す
。

　
し
か
も
、
法
律
で
未
処
理
の
ま
ま

放
流
す
る
の
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
し

尿
に
比
べ
、
生
活
雑
排
水
に
は
こ
の

よ
う
な
規
制
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
わ
が
国
の
下
水
道
普
及
率

は
わ
ず
か
四
十
二
％
で
す
。
残
り
五

十
八
％
は
、
未
処
理
の
ま
ま
川
な
ど

に
た
れ
流
さ
れ
て
い
る
の
が
現
状
で

す
。
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町
で
は
、
下
水
道
の
整
備
を
上
野

地
区
が
実
施
し
て
お
り
、
普
及
率
は

十
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

現
在
、
橘
地
区
と
川
辺
地
区
が
工
事

を
進
め
て
い
ま
す
の
で
、
そ
れ
が
完

成
す
る
と
、
下
水
道
普
及
率
は
三
十

三
％
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
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河
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ロ
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も
毎
年
実
施
さ
れ

て
い
る
大
切
な
も
の
で
す

！
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水
質
汚
濁
の
大
き
な
原
因

　
”
生
活
雑
排
水
の
多
く
が
、
川
な

ど
に
た
れ
流
し
“
と
い
う
現
状
か
ら

も
、
汚
れ
た
も
の
を
少
し
で
も
流
さ

な
い
と
い
っ
た
家
庭
の
努
力
が
、
い

か
に
大
切
に
な
っ
て
く
る
か
お
わ
か

り
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　
特
に
、
調
味
料
や
食
品
な
ど
は
、

そ
の
ま
ま
流
す
と
、
少
量
で
も
水
質

汚
濁
の
原
因
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

食
事
の
後
片
付
け
の
と
き
に
出
る
排

水
に
含
ま
れ
る
油
分
は
、
工
場
な
ど

で
規
制
さ
れ
て
い
る
油
分
の
排
出
基

準
の
、
数
倍
か
ら
十
数
倍
に
も
な
る

と
い
っ
た
報
告
の
例
も
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
調
味
料
や
食
品
を
未
処
理

の
ま
ま
流
し
て
し
ま
っ
た
場
合
、
そ

れ
を
魚
が
住
め
る
水
に
ま
で
薄
め
る

た
め
に
は
、
ど
れ
だ
け
の
水
が
必
要

に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
、
次
ぺ
ー
ジ

の
図
で
例
を
挙
げ
て
み
ま
し
た
。



　BOD一河川などの汚れを表す指標の一つで、微
生物が汚れを浄化するときに必要な酸素の量。水が
汚れていれば、その量も増えることになります。

魚が住める水質にするために必要な水の量は
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みそ汁（200m2）

　4，7杯分

　　¢ぢ

日本酒（20m2）

　2．7杯分

〆蓮館
ラーメンの汁（200m2

　3．3杯分

c羅拶
おでんの汁（500m2）

　　25杯分

ぐ疲
牛乳（200m2）

　10杯分

　　　　　（ふろおけ1杯3002）

信濃川の環境基準値
水素イオ 生物化学 浮遊物
ン濃度 的酸素要 質　　量 大腸菌群数
（PH） 求　　量 （SS）

（BOD）

6．5以上 2mg／4 25mg／4 1．000MPN／100ms

8．5以下 以　　下 以　　下 以　　　下

澱

町
の
川
の
状
況

　
そ
れ
で
は
、
町
の
河
川
の
汚
れ
の

状
況
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
町
内
を
流
れ
、
信
濃
川
に
流
れ
込

む
主
な
中
小
河
川
の
水
質
調
査
を
、

八
月
五
日
に
実
施
し
て
い
ま
す
の
で
、

そ
の
結
果
を
見
て
み
る
と
、

河川水質調査結果表

　　　　　　慧

　　　　　　鐡
羅

　　　脳　　聾華灘欄

調
査
河
川
名

貝
喰
川
1
1
例
年
よ
り
降
水
量
が
多

か
っ
た
た
め
か
、
河
川
水
量
が
や

や
多
め
で
あ
り
、
こ
の
た
め
水
質

河川名 色　相
透視度

（度） PH
BOD
mg／2
SS
㎎／2

大腸菌群数
MPN／100並

貝喰川 淡褐色 30以上 7．4 2．9 8 24000　ア

千手川 淡褐色 30以上 6．9 6．4 5 92，000

小海川 無　色 30以上 8．6 1．5 6 17，000

中沢川A 淡褐色 23 7．1 6．5 17 240，000以上
中沢川B 淡褐色 30以上 7．3 3．1 15 22000　ツ

北沢川 無　色 30以上 7．7 0．5未満 3 7，900

鴻島川 淡褐色 30以上 7．3 1．4 7 2，300

木島川 淡黄色 13 8．0 2．0 75 28，000

も
良
か
っ
た
。
た
だ
し
、
川
床
は

だ
い
ぶ
堆
積
し
て
い
た
。

千
手
川
”
所
々
に
台
所
か
ら
の
ゴ

、
、
、
と
思
わ
れ
る
汚
物
が
あ
っ
た
。

小
海
川
”
比
較
的
き
れ
い
で
、
小

魚
が
多
数
見
ら
れ
た
。

中
沢
川
A
”
河
川
水
は
淡
褐
色
を

し
て
お
り
、
川
床
も
茶
褐
色
だ
っ

た
。
中
沢
川
B
”
川
床
に
泥
が
堆
積
し

て
い
た
。

北
沢
川
”
目
視
に
よ
る
水
質
が
良

か
っ
た
。

鴻
島
川
”
川
床
に
泥
の
堆
積
が
認

め
ら
れ
た
。

木
島
川
”
河
川
水
は
茶
褐
色
を
し

て
い
た
。
し
か
し
、
こ
れ
は
工
事

に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

調
査
結
果

今
年
度
は
、
な
か
な
か
梅
雨
が
明

け
ず
、
平
年
の
二
倍
近
い
降
水
量
が

あ
っ
た
。
こ
の
た
め
、
各
河
川
と
も

水
量
は
多
め
で
、
水
質
が
前
年
よ
り

改
善
さ
れ
て
い
る
河
川
が
多
か
っ
た
。
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懸
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。
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　中魚沼米消費拡大推進連絡会（中魚

沼郡市の市町村、農協￥中魚沼農業改
良普及所、農協中央会で組織）では．

米の消費拡大と日本型食生活を進める

ため、毎年米飯学校給食への働きかけ．

パンフレットの全戸配布，食生活改善

事業などの取り組みを実施してきまし

た。ことしは、クロスワードパズル・

標語を募集し、米消費への関心を高め

てもらうことにしました。

でo

獺　藤
灘

　
　
　
　
　

輸

伊ア㊥

　　　　クロスワードバズルに，

　　　　　　　挑戦しよう！

　ヨコとタテのカギをヒントに、臼いマスの中をうめて下さい。二

重ワクの7文字を並べると、あることばができます。ヒントは。⊆

の2ぺ一ジの中にあります。できたことばをはがきに書いて送って

下さい。正解者の中から抽選で5名様に景品をさしあげます。応募

万法なとは標語の募集と同じです。

〈ヨコのかぎ〉

①我が県のおいしい米の代表。我が県で生まれ、福井県で育てられ

　た品種
③平成2年度から我が県の米の新品種として採用。品質食味のよい

　早生品種

⑦カビの一種で、ブドウ糖からアルコールをつくる。

⑧山に出没
◎ウラル山脈からべ一リング海にわたるアジア北部の広大な地域（○

　○○○鉄道）

⑫βまあ～いにち　まあ～いにち　ぼくらはてっぱんの月

⑬和食にかかせない食器。省資源にも協力しましょう。

⑮ママ．マザー、マム、おふくろ

⑰フェラーリー￥ポルシェ、カウンタック……etc

⑱熟成させること。

⑲昔はカマで、今はコンバインで。

〈タテのカギ〉

①月やねよりたかい一のぼり

②具がたくさんの米料理

◎日没のころ、日光の反射で西の空が赤くみえる現象

④大きさ。工事の　　。

◎屋根の下端の建物の外部に差し出したところの下。

◎お米でつくったおかし。パリポリ、パリン！

⑩荷物運びの二輪車

⑪とんぼの種類

⑭精白していない米

⑯一輪車￥つなわたり￥ピエ〔コ、空中ブランコ……

⑰夏の代表的な食べ物。　　割り大会

ことし開催された親子料理教室

　（農協本所・7・30）

お米のおいしさ、すばらしさ、大切さ、

お米と健康など、お米の良さをP　Rするに

ふさわしい標語を大募集します。

〉応募方法　官製ハガキに標語と住所・氏名・年齢・

職業・電話番号を記入して郵送してください。

〉応募先　川西町役場産業課農政係
　　　　　（〒948－01　川西町水口沢）

〉締め切り　11月30日（土）必着

1〉賞　　品　採用された方には粗品を進呈。作品

　については今後の広報活動に活用いたします。

〈問 題〉

紹 麟 盤 騰 灘
1 2
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3 4 5 6 灘 翰 鋤

7 盤 馨 謙
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18
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19
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米
は
、
わ
が
国
の
気
候
・
風
土
に

最
も
適
し
た
作
物
と
し
て
全
国
い
た

る
所
で
裁
培
さ
れ
て
お
り
、
食
生
活

を
営
む
う
え
で
欠
か
す
こ
と
の
で
き

な
い
食
料
で
す
．

　
ま
た
、
日
本
人
の
食
生
活
は
、
現

在
、
米
を
中
心
と
し
て
魚
、
野
菜
、

大
豆
、
肉
類
、
卵
、
乳
製
品
、
果
物

な
ど
が
ほ
ど
よ
く
加
わ
り
、
平
均
的

に
は
栄
養
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
た
も
の

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
近
年
、
米
な
ど
の
穀
物

摂
取
が
減
少
し
、
脂
質
摂
取
が
増
加

す
る
傾
向
が
見
ら
れ
、
厚
生
省
の
国

民
栄
養
状
況
で
も
、
　
「
今
ま
で
以
上

に
成
人
病
予
防
の
注
意
を
払
う
必
要

が
あ
る
」
と
い
う
呼
び
掛
け
も
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
食
糧
庁
に
お
い
て
は
、
栄
養
バ
ラ

ン
ス
が
と
り
や
す
く
、
健
康
に
も
よ

い
米
を
中
心
と
し
た
、
日
本
型
食
生

活
を
維
持
・
定
着
さ
せ
る
こ
と
を
基

本
と
し
て
、
健
康
的
な
食
生
活
の
推

進
の
た
め
の
正
し
い
知
識
の
普
及
、

地
域
に
お
け
る
米
消
費
拡
大
対
策
へ

の
支
援
、
米
飯
学
校
給
食
の
推
進
な

ど
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
町
で
は
、
学
校
給
食
時
に
地
元
産

コ
シ
ヒ
カ
リ
を
使
っ
た
「
地
元
米
試

食
事
業
」
や
、
　
「
ジ
ュ
ニ
ア
ク
ッ
キ

ン
グ
ス
ク
ー
ル
」
な
ど
を
実
施
し
て
、

米
消
費
拡
大
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　
日
本
の
自
然
と
国
民
の
健
康
に
と

っ
て
も
重
要
な
米
を
、
生
産
者
も
消

費
者
も
、
も
う
一
度
見
直
し
て
い
き

た
い
も
の
で
す
。

舞
類蟹

　　　中条病院長

　　中山康夫さん

　
脳
卒
中
に
よ
る
死
亡
者
が
減
少
し

て
い
る
反
面
、
心
臓
病
が
増
加
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
、
コ
レ
ス
テ
ロ
ー

ル
値
の
増
加
と
深
い
関
係
が
あ
り
、

食
生
活
の
欧
米
化
が
一
因
と
考
え
ら

れ
ま
す
．

　
特
に
、
今
の
若
い
人
た
ち
の
食
事

を
見
る
と
、
日
本
人
の
将
来
が
懸
念

さ
れ
ま
す
。
塩
分
の
取
り
過
ぎ
に
十

分
注
意
し
た
う
え
で
、
ご
は
ん
、
お

汁
、
主
菜
、
副
菜
を
基
本
と
し
た
日

本
の
昔
か
ら
の
食
習
慣
を
見
直
し
て

ほ
し
い
。

　
都
会
も
、
農
村
も
、
子
供
た
ち
に

日
本
の
本
来
の
食
事
を
舌
で
覚
え
さ

せ
、
飽
食
の
中
で
食
事
に
対
す
る
基

本
的
な
姿
勢
を
見
に
つ
け
さ
せ
る
こ

と
が
大
切
で
す
．

　
肥
満
対
策
と
し
て
は
、
ご
は
ん
を

き
ち
ん
と
三
食
と
り
、
間
食
、
夜
食

を
や
め
て
体
を
動
か
す
こ
と
。

騨
簗
灘
鎌
難
嚢
灘

o。す

》

　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
選
畢
　
　
　
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
　
　
　
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
脚
所
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
ー
健
佳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
保
山

　
　
　
　
　
　
　
　
　
鮒
継
鶉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
嚢
－
麟
＋
士

　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
∞
∞
醒
雑

　
お
米
は
、
和
洋
中
華
ど
ん
な
お
か

ず
と
も
合
い
、
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た

食
事
に
は
欠
か
せ
な
い
食
品
で
す
。

た
だ
し
、
漬
物
や
塩
辛
い
物
と
も
良

く
合
う
の
で
、
塩
分
の
取
り
過
ぎ
に

は
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　
成
人
病
の
予
防
の
立
場
か
ら
は
、

お
米
は
そ
の
人
の
体
に
合
っ
た
量
を

食
べ
る
こ
と
が
基
本
。
欧
米
で
は
、

ご
は
ん
を
中
心
と
し
た
日
本
型
食
生

活
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
一
日
に
必
要
な
糖
質
の
最
低
量
か

ら
考
え
る
と
、
ダ
イ
エ
ッ
ト
し
て
い

る
人
で
も
、
最
低
一
食
百
グ
ラ
ム
（
軽

く
一
杯
）
は
ご
は
ん
を
食
べ
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、
牛
乳
も
上
手
に
組
み
合

わ
せ
て
と
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

コシヒカリ給食のアンケート結果
　　　　　（幼稚園・各学校全体分析）

1．食味について　　　　　　　対象人員1，077人

圏A626人
口B372人
■C　lO人
国D　69人

とてもおいしし

％4す頓
い
％

ら
ず
9

か
ま
0
。

わ

圏A707人
國B363入
闇C　2人
国D　5人

地元産コシヒカりを使った学校給食時の試食会

　　　　　　　　　　　　　　　（橘小4・17）

勿
膨

2．パンとごはんについて

　一　　　　一
　　わからない0．5％　
　　どちらでもいい
　　　　α2％多i髪

　　　　　　騰髪

ごはんが好き

　65．6％

3．11．10鯵



懸
㎜
㎜
嚢
鐡

一
器

　
十
月
十
六
日
、
一
級
河
川
木
島
川
上
流
で
、
県
営

防
災
ダ
ム
「
長
福
寺
ダ
ム
」
の
起
工
式
が
実
施
さ
れ
、

近
藤
新
潟
県
農
地
部
長
、
南
雲
土
地
改
良
区
理
事
長

ら
の
手
に
よ
っ
て
、
工
事
の
安
全
を
祈
る
ク
ワ
入
れ

式
が
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
の
工
事
は
、
同
ダ
ム
下
流
域
の
災
害
防
止
や
、

水
不
足
を
解
消
す
る
た
め
、
昭
和
六
十
三
年
度
に
県

か
ら
改
修
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。
土
手
の
高
さ

二
十
七
・
ニ
メ
ー
ト
ル
、
長
さ
七
十
四
・
四
メ
ー
ト

ル
の
、
中
心
コ
ア
ー
フ
ィ
ル
ダ
ム
と
し
て
生
ま
れ
変

わ
り
ま
す
。

　
長
福
寺
ダ
ム
は
、
洪
水
の
時
や
融
雪
水
か
ら
下
流

の
水
田
、
住
宅
な
ど
を
守
る
こ
と
が
目
的
で
、
総
貯

水
量
十
九
万
三
千
ト
ン
、
総
事
業
費
十
一
億
七
千
万

円
を
か
け
て
、
平
成
八
年
に
供
用
が
開
始
さ
れ
る
予

定
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
ダ
ム
の
改
修
に
よ
っ
て
、
高
原
田
、
伊
勢
平

治
な
ど
（
受
益
面
積
九
十
六
ヘ
ク
タ
ー
ル
）
で
は
洪

水
時
の
被
害
を
未
然
に
防
止
す
る
こ
と
が
で
き
、
中

屋
敷
、
水
口
沢
な
ど
（
受
益
面
積
九
十
七
ヘ
ク
タ
ー

ル
）
で
は
、
農
地
の
水
不
足
が
解
消
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　
五
十
三
年
の
川
西
ダ
ム
、
六
十
年
の
五
升
苗
ダ
ム
、

去
年
か
ら
始
ま
っ
た
坪
山
ダ
ム
（
平
成
七
年
完
成
予

定
）
に
次
い
で
、
四
つ
目
の
農
業
用
ダ
ム
と
な
り
、

水
田
な
ど
が
潤
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

玉串奉葵をする南雲理事長

現
在
の
長
福
寺
ダ
ム
。
平
成
八
年
完
成
予
定

11月11日～17日

　
私
た
ち
が
生
活
し
て
い
く
た
め
に

は
、
警
察
や
消
防
な
ど
の
公
共
サ
ー

ビ
ス
、
道
路
や
公
園
な
ど
の
公
共
施

設
が
必
要
で
す
。

　
個
人
や
民
間
で
す
る
こ
と
が
困
難

な
、
こ
う
し
た
サ
ー
ビ
ス
や
施
設
の

整
備
の
大
切
な
財
源
と
な
っ
て
い
る

の
が
税
金
で
す
．

　
こ
の
よ
う
な
大
切
な
『
税
』
を
正

し
く
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、

国
税
庁
で
は
、
n
月
n
日
か
ら
1
7
日

ま
で
を
「
税
を
知
る
週
間
」
と
し
て
、

暮
ら
し
と
税
と
の
か
か
わ
り
合
い
な

ど
に
つ
い
て
理
解
い
た
だ
け
る
よ
う
、

各
種
の
行
事
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
週
間
行
事
の
ひ
と
つ
と
し
て
、

全
国
の
中
学
生
を
対
象
に
標
語
を
募

集
し
ま
し
た
。

　
郡
市
内
で
は
七
五
五
点
の
応
募
が

あ
り
、
川
西
中
学
校
か
ら
は
一
七
四

点
応
募
。
次
の
生
徒
が
入
選
し
ま
し

た
．
（
敬
称
略
）

　
関
東
信
越
国
税
局
長
佳
作

税
金
は
僕
ら
の
夢
の
貯
金
箱

　
　
　
　
　
　
三
年
　
中
島
　
雅
文

　
十
日
町
税
務
署
長
優
秀
作

行
き
先
は
み
ん
な
の
所
さ
税
の
旅

　
　
　
　
　
　
二
年
高
橋
　
聖
美

　
町
租
税
教
育
推
進
懇
談
会

〈
入
選
〉

税
金
は
日
本
の
動
く
エ
ネ
ル
ギ
ー

農業祭（川西中・11・3）に展示された

標語のコーナー　　　　　　　3．11．m　麟

　
　
　
　
　
　
二
年
清
水
　
　
泉

税
金
は
み
ん
な
の
ま
わ
り
に
生
き
て

い
る
　
　
　
　
一
年
　
北
村
　
華
奈

税
金
は
日
本
を
支
え
る
大
き
な
パ
ワ

ー
　
　
　
　
　
二
年
　
櫃
間
　
　
悠

税
金
は
社
会
に
尽
く
せ
る
よ
い
手
立

て
　
　
　
　
　
三
年
　
蔵
品
　
芳
一

税
金
で
い
い
国
づ
く
り
い
い
町
づ
く

り
　
　
　
　
二
年
庭
野
悠
子

〈
佳
作
〉

三
年
　
田
中
麻
理
　
大
久
保
恵
輔

渡
貫
恵
子
　
丸
山
真
由
美

二
年
　
数
藤
真
弥
子
　
若
山
直
樹

大
浦
美
佳
　
小
川
真
紀
　
古
沢
圭

南
雲
千
加
　
清
水
良
一
　
須
藤
ひ
ろ

み
一
年
　
蔵
品
和
臣
　
平
野
雄
介
　
鴫

原
愛
　
登
坂
秀
幸
　
水
落
孝
一
　
清

水
朝
江
　
柳
祐
子
　
丸
山
沢
子



住
み
よ
い
環
境
づ
く
り
に
貢
献

藤
田
さ
ん
が

厚
生
大
臣
表
彰
を
受
賞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
十
月
十
六
日
、
栃
木
県

，
灘
欝

総合文

化
セ
ン
タ
ー
で
、

第
二
十
四
回
全
国
保
健
衛

生
大
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

席
上
、
発
電
所
通
り
西
の

藤
田
宏
太
郎
さ
ん
（
6
8
）
が

厚
生
大
臣
表
彰
を
受
賞
さ

れ
ま
し
た
。

　
藤
田
さ
ん
は
、
昭
和
三

平
成
四
年
度

幼
稚
園
児

保
育
園
児

入
園
申
請
受
付

11

月
1
3
日
～
2
7
日

申
請
書
に
添
え
る
書
類
（
用
紙
は
、

幼
稚
園
、
各
保
育
園
、
役
場
福
祉

係
に
あ
り
ま
す
）

・
勤
め
て
い
る
人
の
家
庭
は
、
事

　
業
主
発
行
の
勤
務
証
明
書

・
内
職
を
し
て
い
る
家
庭
は
、
事

　
業
主
発
行
の
内
職
証
明
書

・
自
営
業
や
農
業
に
従
事
し
て
い

　
る
家
庭
は
、
自
営
業
・
農
業
従

　
事
確
認
申
請
書

・
病
人
の
い
る
家
庭
は
、
医
師
の

診
断
書

注
意
し
て
い
た
だ
き
た
い
事
項

・
心
身
の
障
害
な
ど
で
団
体
生
活

が
で
き
な
い
児
童
は
、
入
園
で

　
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

・
家
庭
内
に
入
園
希
望
児
が
二
人

以
上
い
る
と
き
は
、
各
児
童
ご

と
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

・
家
庭
状
況
を
お
尋
ね
し
ま
す
。

申
請
書
は
、
直
接
、
家
族
の
方

十
二
年
か
ら
十
二
年
間
町
公
衆
衛
生

推
進
員
を
務
め
、
以
来
、
四
十
四
年

か
ら
は
町
公
衆
衛
生
推
進
協
議
会
理

事
を
二
年
、
四
十
六
年
か
ら
は
副
会

長
を
十
六
年
、
六
十
二
年
か
ら
現
在

ま
で
会
長
を
四
年
歴
任
し
て
い
ま
す
。

　
環
境
害
虫
の
定
期
的
防
疫
の
実
施
、

家
庭
内
生
ゴ
ミ
の
減
量
に
力
を
注
ぐ

な
ど
、
地
区
の
環
境
整
備
に
貢
献
す

る
と
と
も
に
、
健
康
づ
く
り
大
会
を

開
催
し
、
住
民
の
健
康
思
想
の
普
及

に
貢
献
。
三
十
四
年
一
カ
月
公
衆
衛

生
事
業
に
従
事
さ
れ
た
、
そ
の
功
績

が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
藤
田

さ
ん
は
、
町
の
善
行
表
彰
、
県
知
事

表
彰
な
ど
も
受
賞
し
て
い
ま
す
。

が
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

・
現
在
、
入
園
中
で
引
き
続
き
入

園
を
希
望
す
る
児
童
も
、
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

保
育
園
は
、

幼
稚
園
は
、

所場出提書請申と■貝人集募

役
場
福
祉
係

教
育
委
員
会

幼稚園

保育園

募集人員

入園区域
申請書の
配布・提出
場　　　所

幼稚園
五
歳
児

人
6
0

全町（ただし
年間通園可能
児童）

役場窓ロ

幼稚園

千　手
就
学
前
児
童

80

千　　手
役場窓ロ

各保育所

南　原 45

上　野 70 上　　　野

橘 90 橘

仙　田 45 仙　　　田

ク
リ
ー
ン
な
町
づ
く
り
に

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
勤

　
十
月
八
日
、
川
西
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク

ラ
ブ
（
高
橋
寛
治
会
長
・
会
員
四
十

六
人
）
が
、
労
力
奉
仕
の
一
環
と
し

て
、
国
道
清
掃
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
こ
の
活
動
は
、
国
道
二
五
二
号
と

二
五
三
号
の
空
き
缶
、
ゴ
ミ
の
収
集

を
す
る
も
の
で
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ

ブ
が
結
成
さ
れ
て
以
来
十
一
年
間
、

四
月
か
ら
十
一
月
ま
で
、
ず
っ
と
続

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
活
動
は
、
心
身
の
健
全
を
図
る
と

と
も
に
、
町
内
の
美
化
に
努
め
、
ひ

い
て
は
、
地
域
ぐ
る
み
の
運
動
と
し

て
展
開
が
で
き
る
こ
と
を
念
願
し
て

い
る
も
の
で
す
。

役

者
）
加
唱
参
0
力
働
く
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

の
q

ブラクたえ終を掃清の号25　道国

　
ま
た
、
町
を
ク
リ
ー
ン
な
イ
メ
ー

ジ
に
す
る
こ
と
に
よ
り
、
ゴ
ミ
を
捨

て
な
い
と
い
う
、
心
の
働
き
か
け
も

し
た
い
と
い
う
こ
と
を
目
的
に
し
て

い
ま
す
。

　
私
た
ち
が
住
ん
で
い
る
周
辺
を
見

渡
し
て
も
、
道
端
に
空
き
缶
や
ビ
ニ

ー
ル
袋
、
紙
袋
、
た
ば
こ
の
吸
い
が

ら
な
ど
が
投
げ
捨
て
ら
れ
て
い
る
の

が
目
に
つ
き
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、
道

を
歩
い
て
い
て
捨
て
ら
れ
た
も
の
や
、

車
か
ら
捨
て
ら
れ
た
も
の
が
ほ
と
ん

ど
で
す
。

　
こ
れ
ら
の
ゴ
、
・
、
は
、
一
つ
ひ
と
つ

の
量
が
さ
ほ
ど
重
く
な
い
こ
と
か
ら
、

持
ち
帰
っ
て
後
で
捨
て
る
よ
り
は
、

「
早
く
遠
ざ
け
た
い
」
と
い
う
意
識

“
、

　
「
自
分
一
人
ぐ
ら
い
な
ら
い
い
だ

ろ
う
」
と
い
う
甘
え
の
気
持
ち
か
ら
、

。
ポ
イ
捨
て
“
と
な
る
こ
と
が
少
な

く
あ
り
ま
せ
ん
。
せ
め
て
、
地
域
の

住
民
だ
け
で
も
、
　
。
ポ
イ
捨
て
・
は

し
な
い
と
い
う
こ
と
を
実
行
し
た
い

も
の
で
す
。

　
「
捨
て
な
い
」
「
捨
う
」
と
い
う

行
動
が
住
民
の
習
慣
と
な
っ
て
根
付

け
ば
、
地
域
の
イ
メ
ー
ジ
は
さ
ら
に

上
が
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
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ス
ぷ
ー
ッ
の
秋
、
芸
術
の
秋
、
各

地
域
や
学
校
で
は
、
騨
ろ
騨
ろ
な
催

し
廼
、
秋
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　
十
周
十
三
日
、
干
手
地
区
体
育
祭

輝
総
合
体
育
館
で
、
橘
・
仙
田
地
区

大
運
動
会
が
、
橘
・
仙
田
小
学
校
体

育
館
で
実
施
さ
れ
ま
し
だ
。

　
二
十
三
日
・
二
十
四
田
の
芸
瞬
間

に
わ
た
り
、
第
十
八
回
フ
レ
ッ
シ
ュ

バ
レ
ー
ボ
ー
羅
大
会
が
、
戴
十
六
日

亀亀
醜
偏

カメラルポ

に
は
、
町
民
バ
ド
、
・
・
ン
ト
ン
大
会
ヲ

ァ
ミ
リ
ー
の
部
）
が
、
そ
れ
ぞ
れ
総

合
体
育
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
上
野
小
学
校
で
ぽ
二
十
日

に
、
二
圭
六
日
三
一
十
七
日
と
川
西

中
学
校
で
、
二
十
七
日
に
は
モ
手
・

橘
・
仙
田
・
白
倉
の
各
小
挙
校
で
文

化
祭
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
催
し
の
中
か
ら
、
ぞ
の
一
部
を
カ

メ
ラ
で
追
っ
て
み
ま
し
た
。

》
趣
向
を
こ
ら
し
た
応
援
団
も
繰

　
り
出
し
て
、
盛
ん
に
声
援
を
贈

　
っ
て
い
ま
し
た
（
橘
地
区
）

▲「パン喰い競争」のひとコマ。四地区の対抗で、
　11種目に熱戦が展開されました（橘地区）

》
3
年
生
に
よ
る
劇
「
仙
田
街
道

　
峠
の
茶
屋
」
。
お
も
し
ろ
お
か

　
し
く
物
語
を
つ
く
っ
て
い
ま
し

　
た
（
仙
田
小
）

▲町民バドミントン大会・10チームが参加しま

　した。親子連れの姿も多く見られました

ll、il轟響難鰯鯉

，　・．　難覇黙　　雛．灘瞬

〈5年生による劇「じゅげむじゅげ

　む」・言葉は、この地域の方言を
　使って演じられました（千手小）

癖3．11．10



▲「大なわとび」も種目に加えられました。優勝チームの回数
　は27回と、思いがけず低調だったようです（仙田地区）

▲児童全員が協力して、大きなインコの張り子を完
　成させました。モチつきもやりました（白倉小）

▲4年生から6年生まで、30人で構成されている器楽部によ
　る合奏。　「南の島のハメハメハ大王」ほかを合奏（橘小）

》
二
年
生
に
よ
る
舞
踊
劇
「
ア
リ
バ

　
バ
と
四
十
人
の
盗
賊
」
（
上
野
小
）

▲分団の勝利を目指し、14種目に熱戦を展開。気持ちは前に、
　それと裏腹に足は思うようになりません　　（千手地区）

》
十
五
チ
ー
ム
が
参
加
し
て
、
2
日

　
間
の
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
フ

　
レ
ッ
シ
ュ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

》
川
西
中
で
は
、
全
学
年
に
よ
る
合

唱
コ
ン
ク
ー
ル
を
実
施
。
1
年
生
の

課
題
曲
は
「
風
に
な
り
た
い
」
で
す

鱗　
響 灘　

峯　
磐

麟　3・11．10



第
1
5
回

小学校1～3年生は同時スタート。グランドから道路へと出ていきます

②星名　太一（橘　）　　同5年生男子　　　　　　　　⑥桐生千恵
③和久井公太（橘　）　　　①野沢　貴宏（橘　）　　同3年生女子
④鴫原　大介（千　手）　　②山岸　大祐（千　手）　　　①田中　麻理

⑤渡辺　　学（上野）　　③内山　鉄兵（千手）　　　②山口　深雪

⑥石川　　良（千　手）　　④平沢　克広（千　手）　　　③野沢三枝

同3年生女子　　　　　　　　⑤高橋　智之（上野）　　　④高橋五月

①高橋あすか（千　手）　　　⑥清水　　優（千　手）　　　⑤田辺　紀子

②久保田美穂（千手）　　同5年生女子　　　　　　　　⑥清水奈保子

③羽鳥　愛子（橘　）　　　①小林　　優（仙　田）　　一般男子

④五十川亜紀（千　手）　　　②1・林はるか（仙　田）　　　①上村　　剛（上野）

⑤小林美奈子（仙　田）　　　③南雲　裕子（千　手）　　　②田中　　昭（発電所通り西）

⑥木村梨恵（橘　）　　　④高津礼子（橘　）　【Dコース】（5・5km）
一般男子　　　　　　　　　　　⑤保坂　美雪（千　手）　　中学校1年生男子

①小林栄作（中仙田）　　⑥小海絵理（千手）　　①沢潟誠也
【Bコース】（2．5km）　　　　同6年生男子　　　　　　　　②押木　良輔
小学校4年生男子　　　　　　　①片桐　康太（千　手）P　　③佐藤　　亮

①丸山　健士（橘　）　　　②大久保貴之（橘　）　　　④南雲敏之

②片桐健太（橘　）　　　③藤巻　貴士（橘　）　　⑤柄沢孝洋
③藤原　弘生（橘　）　　　④山口　淳史（橘　）　　⑥相崎貢一

④田中邦宣（千手）　　⑤数藤尚久（千手）　　同2年生男子
⑤松崎　　正（千　手）　　　⑥沢口　　晋（上　野）　　　①風間　裕孝

⑥原　　秀和（橘　）　　同6年生女子　　　　　　　　②小海　　基

同4年生女子　　　　　　　　①星野　智子（仙　田）　　　③水落　洋介

①野沢佳代（橘　）　　　②柳　　香織（千　手）　　　④数藤　　卓

②小野塚美紀（千　手）　　　③山本　有紀（橘　）　　　⑤平沢　孝志

③戸田万里子（橘）　　④斎木桂子（千手）　　⑥小林立昌
④桐生かおり（上　野〉　　　⑤松崎奈緒子（千　手）　　同3年生男子

⑤片桐八千代（白　倉）　　　⑥蔵品　絵理（千　手）　　　①渡貫　克典

⑥村山　祐子（上野）　【Cコース】（3．5km）　　　　　②高橋和久

　　　　　　　　中学校1年生女子　　　　　　③片桐英恭
　　　　　　　　①数藤　尚子　　　　　　　④清水　　晃
　　　　　　中　　　②佐藤　有子　　　　　　　⑤蔵品　芳一
　　　　　　 学　　　③南雲　朝子　　　　　　　⑥小川　恒範
　　　　　　生　　　　　　、女　　④久保田和美　　　　　一般男子
　　　　　　子　　　⑤鴫原　　愛　　　　　　　①南雲喜一郎（田中町）
　　　　　　ス1　⑥関口千亜紀　　　　　　　②渡辺　　豊（鶴吉）
　　　　　　字i同2年生好　　　③太田正（中央町〉
　　　　　　ト1　①田中　美里　　　　　　　④山口　　清（仁　田）
　　　　　　　’i②星名真弓
　　　　　　讃③渡貰良子
　　　　　　のi　④藤田希美子
　　　　　　蘭⑤大塚美奈

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3．”・lo⑬

町
民
マ
ラ
ソ
ン
大
会

大
会
結
果
（
10
・
1
0
）

【Aコース】　（1．5km）

小学校1年生男子

　①丸山　大悟（橘　）

　②片桐俊一（上野）
　③山口　政志（橘）
　④泰野　　学（橘　）

　⑤上村　晃一（上　野）

　⑥上村　和輝（上　野）

同1年生女子

　①大海美和子（千　手）

　②田畑のぞみ（上野）

　③高橋美恵子（上野）

　④高橋優子（千　手）

　⑤相崎　朋子（千　手）

　⑥貴田麻理子（千手）

同2年生男子

　①数藤智志（千手）
　②清水　　希（上野）

　③水落　直人（橘　）

　④中嶋　　圭（上野）

　⑤平沢卓紀（千手）
　⑥茂野　隼人（千手）

同2年生女子

　①村越　　恵（橘　）

　②目黒幸枝（千手）
　③羽鳥　陽子（橘　）

　④斎木春佳（千手）
　⑤佐藤　　渚（千　手）

　⑥小林美貴子（仙　田）

同3年生男子

　①大久保峻（橘　）



麟脚繋難難糊

聾’』

■

宮会長による式辞

『町罵皆スポ

臼』【

　
十
月
十
日
、
町
体
育
協
会
（
宮
啓

一
会
長
）
の
創
立
二
十
周
年
記
念
式

典
が
、
総
合
体
育
館
で
盛
大
に
実
施

さ
れ
ま
し
た
。

　
体
育
協
会
は
、
昭
和
四
十
七
年
五

月
、
故
高
橋
文
一
氏
を
初
代
会
長
に
、

七
単
協
・
四
三
〇
人
で
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。

　
『
町
民
皆
ス
ポ
ー
ッ
』
を
合
言
葉

に
、
町
内
各
種
体
育
団
体
の
育
成
や

町
民
体
育
の
健
全
な
発
達
に
努
め
な

が
ら
、
い
ま
や
、
二
十
一
単
協
・
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
灘
蹴
羅
撚
醜
㎜
欝
羅
慰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き

千
四
百
余
人
の
会
員
と
多
く
の
ス
ポ

ー
ッ
少
年
団
を
抱
え
る
、
県
下
で
も

有
数
な
体
育
協
会
に
発
展
し
ま
し
た
。

　
式
典
の
中
で
、
宮
会
長
は
、
　
「
本

協
会
の
こ
れ
ま
で
の
軌
跡
、
そ
の
歩

み
を
振
り
返
る
と
き
、
幾
多
の
難
関

を
行
政
、
全
町
民
各
位
の
ご
理
解
の

も
と
、
漸
次
、
進
展
の
方
向
を
た
ど

り
な
が
ら
、
『
体
育
玄
ポ
ー
ッ
の
向

上
発
展
、
町
民
の
健
康
づ
く
り
、
活

力
あ
る
町
づ
く
り
に
役
立
ち
た
い
』
、

そ
の
一
念
の
も
と
に
、
会
員
一
同
で

灘縫

▲億

∠L　　一
一

　　”晒磁蘇欝
塗癒露20周年l
　　F

努
力
を
続
け
て
き
た
こ
と
が
胸
中
を

よ
ぎ
り
、
感
慨
も
ひ
と
し
お
で
あ
る
。

　
今
後
も
、
体
育
・
ス
ポ
ー
ッ
の
関

係
は
、
い
っ
そ
う
密
接
な
も
の
に
な

り
、
健
康
増
進
の
た
め
の
ス
ポ
ー
ツ
、

文
化
的
創
造
の
世
界
に
お
け
る
ス
ポ

ー
ッ
の
い
ず
れ
に
お
い
て
も
、
体
づ

く
り
の
重
視
、
基
礎
体
力
強
化
を
共

通
の
目
的
と
し
て
進
め
ら
れ
て
い
く

と
予
測
さ
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
時
代

背
景
を
常
に
念
頭
に
お
き
な
が
ら
、

使
命
感
を
強
く
認
識
し
、
新
た
な
覚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
灘

難

拳
薯
撃
　
萎

霧

麟
黙

体育功労者ら、17人を表彰

集まった200余名が万才をして祝いました

悟
と
体
育
協
会
の
理
念
に
添
っ
て
、

今
後
、
地
域
の
発
展
の
た
め
、
い
さ

さ
か
な
り
と
も
貢
献
し
た
い
」
と
、

あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　
式
典
の
席
上
、
今
年
度
の
体
育
功

労
者
．
優
秀
競
技
者
の
表
彰
な
ど
も

あ
り
、
高
橋
藤
吉
さ
ん
（
中
屋
敷
）

を
体
育
功
労
者
と
し
て
表
彰
。
松
屋

織
物
譲
に
感
謝
状
が
、
優
秀
競
技
者

十
五
人
に
表
彰
状
と
メ
ダ
ル
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。

受
賞
さ
れ
た
方
々
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。
　
（
敬
称
略
）

◎
体
育
功
労
者

相
撲
高
橋
藤
吉
（
6
3
中
屋
敷
）

◎
感
謝
状
贈
呈

松
屋
織
物
株
式
会
社

◎
優
秀
競
技
者

卓
球

　〃

〃〃〃
サ
ッ
カ
i

庭空相排陸体　ク　　　　　　　　　　　　　ク　 ク

球　手撲球上操

相
崎
幸
子
（
1
9
田
中
町
）

水
品
博
美
（
1
7
朝
日
町
）

野
上
さ
な
え
（
1
7
上
町
）

渡
辺
卓
也
（
2
0
中
屋
敷
）

五
十
嵐
キ
、
、
・
子
（
1
4
野
　
口
）

村
山
大
倫
（
1
5
伊
友
）

山
岸
直
人
（
1
5
霜
条
）

高
橋
和
久
（
1
5
神
社
町
）

柳
善
信
（
1
7
学
校
町
）

小
海
　
裕
（
1
8
木
島
町
）

押
木
広
美
（
1
7
元
町
）

小
川
康
男
（
1
6
岩
瀬
）

黒
嶋
美
雪
（
1
6
伊
友
）

星
名
　
聡
（
1
6
上
野
）

北
村
吉
弘
（
1
7
四
郎
兼
）

3．”．10磁



橘
医
療
利
用
組
合
⑤

　
　
　
　
　
　
岩
瀬
金
　
子
　
幸
　
作

田
中
さ
ん
は
生
き
字
引
き

　
田
中
隆
一
郎
さ
ん
は
橘
病
院
の
生

き
字
引
き
と
評
さ
れ
る
だ
け
あ
っ
て
、

歴
代
の
医
者
ど
ん
に
仕
え
た
こ
ろ
を

実
に
よ
く
覚
え
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
。

そ
の
田
中
さ
ん
に
、
別
の
視
点
で
と

ら
え
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
聞
か
せ
て
い

た
だ
く
こ
と
が
で
き
た
。
「
こ
れ
だ
け

は
載
せ
な
い
で
く
れ
」
と
念
を
押
さ

れ
て
、
か
え
っ
て
紹
介
し
た
い
思
い

に
か
ら
れ
た
こ
ぼ
れ
話
も
あ
る
。
田

中
さ
ん
、
ご
め
ん
な
さ
い
。

　
ダ
ッ
ト
さ
ん
が
走
る

　
自
動
車
が
必
要
に
な
っ
て
、
ダ
ッ

ト
サ
ン
の
一
九
三
七
年
型
セ
ダ
ン
中

古
車
を
一
千
三
百
円
（
新
車
は
四
百

円
高
）
で
買
い
ま
し
た
。
そ
の
こ
ろ

橘
村
に
は
自
動
車
が
こ
れ
一
台
し
か

な
か
っ
た
の
で
す
。
定
員
四
名
で
七

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
ヤ
フ

馬
力
半
の
車
で
し
た
が
、
上
野
村
縄

て手
の
砂
利
道
で
六
十
キ
ロ
も
出
す
と

空
中
分
解
す
る
ほ
ど
揺
れ
ま
し
た
。

　
ほ
か
村
へ
往
診
に
行
き
、
か
ん
高

い
う
な
り
声
を
あ
げ
て
走
る
と
、
子

ど
も
衆
が
こ
わ
が
っ
て
逃
げ
た
も
の

で
す
。
車
を
停
め
る
と
珍
し
げ
に
寄

っ
て
来
て
ま
わ
り
を
取
り
囲
み
、
先

生
の
診
察
の
あ
い
だ
、
そ
の
子
ど
も

衆
に
昔
を
語
っ
て
聞
か
せ
ま
し
た
。

　
十
五
年
の
夏
、
北
山
の
某
家
か
ら

往
診
の
依
頼
が
あ
り
、
　
「
ダ
ッ
ト
サ

ン
が
行
く
」
と
返
事
し
て
出
か
け
ま

し
た
。
ム
ラ
の
入
口
で
待
っ
て
い
た

ダ
ッ
ト
サ
ン
を
買
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
（
昭
和
十
四
年
写
）

　
写
真
の
右
か
ら
村
越
馬
之
燕
（
野

口
）
　
野
沢
長
一
郎
（
野
口
）
　
田

中
隆
一
郎
（
仁
田
）
　
三
井
稔
医
師

仙
道
礼
浩
医
師
、
仙
道
康
郎
、
仙
道

夫
人
、
仙
道
富
士
郎
、
中
条
レ
ツ
（
岩

瀬
）
　
島
田
ミ
テ
（
柏
崎
）

そ
の
家
の
カ
ッ
カ
に
、
　
「
こ
の
医
者

が
ダ
ッ
ト
と
い
う
人
か
い
」
と
い
わ

れ
た
時
は
大
笑
い
し
ま
し
た
。

先
生
が
車
の
後
押
し

　
ダ
ッ
ト
サ
ン
を
運
転
し
て
一
番
困

っ
た
の
は
、
走
行
中
に
プ
ロ
ペ
ラ
シ

ャ
フ
ト
（
ジ
ョ
イ
ン
ト
）
が
切
れ
て

し
ま
う
こ
と
で
し
た
。
ど
ん
な
雨
風

の
日
で
も
、
切
れ
る
と
車
の
下
へ
も

ぐ
っ
て
取
り
替
え
た
も
の
で
す
。

　
力
の
な
い
車
で
、
坂
道
は
先
生
か

ら
降
り
て
押
し
て
も
ら
い
、
勢
い
を

つ
け
て
山
頂
へ
上
が
り
ま
し
た
。

　
雪
が
降
る
と
車
も
終
わ
り
で
、
冬

は
エ
ン
ジ
ン
の
オ
ー
バ
ー
ホ
ー
ル
を

し
て
春
の
出
動
に
備
え
、
往
診
に
は

カ
ン
ジ
キ
を
か
け
て
歩
き
ま
し
た
。

　
牛
が
自
動
車
を
引
く

　
某
運
転
手
が
、
先
生
を
乗
せ
て
木

落
へ
往
診
し
た
帰
り
に
、
熊
ノ
堂
の

坂
で
車
が
動
か
な
く
な
り
ま
し
た
。

業
者
に
来
て
見
て
も
ら
っ
た
ら
燃
料

切
れ
で
し
た
が
、
ガ
ソ
リ
ン
が
血
の

一
滴
と
い
わ
れ
た
時
代
で
補
給
で
き

ず
、
牛
に
引
か
せ
て
坂
を
上
り
、
ノ

ロ
ノ
ロ
と
診
療
所
に
た
ど
り
着
い
て

笑
わ
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
真
人
の
藤
巻
先
生
は
三
六
年
ホ
ロ

型
の
ダ
ッ
ト
サ
ン
、
上
野
の
藤
巻
先

生
は
ド
イ
ツ
製
の
で
っ
か
い
オ
ー
ト

バ
イ
に
乗
っ
て
往
診
さ
れ
ま
し
た
。

　
川
西
の
あ
る
先
生
が
初
め
て
オ
ー

ト
バ
イ
に
乗
っ
た
時
、
エ
ン
ジ
ン
の

止
め
方
を
習
わ
な
い
で
発
進
し
た
そ

う
で
す
。
豪
気
な
先
生
は
プ
ー
プ
ー

を
鳴
ら
し
、
　
「
ネ
ラ
、
ド
ケ
エ
ッ
」

と
叫
び
な
が
ら
砂
利
道
を
走
っ
て
長

岡
ま
で
行
き
、
ガ
ソ
リ
ン
が
絶
え
て

や
っ
と
止
ま
っ
た
と
い
う
話
で
す
。

　
奥
さ
ん
が
ネ
エ
ヤ
に

　
あ
る
年
、
ハ
ン
サ
ム
な
先
生
が
美

し
い
奥
さ
ん
を
連
れ
て
着
任
し
ま
し

た
。
夫
婦
仲
む
つ
ま
じ
く
、
医
者
は

腕
が
良
く
、
役
職
員
や
村
の
衆
に
慕

わ
れ
て
喜
ん
で
い
ま
し
た
。
し
ば
ら

く
経
っ
て
、
一
人
の
女
性
か
ら
「
い

ま
十
日
町
駅
に
着
い
た
、
迎
え
に
来

て
…
」
と
電
話
が
あ
り
、
こ
の
婦
人

が
本
妻
だ
と
知
っ
て
驚
き
ま
し
た
。

　
先
生
の
た
っ
て
の
頼
み
で
、
　
「
奥

さ
ん
」
と
呼
ん
で
い
た
愛
人
を
そ
れ

か
ら
は
「
ネ
エ
ヤ
」
と
呼
び
、
本
妻

に
バ
レ
な
い
よ
う
に
つ
く
ろ
っ
て
い

た
の
で
す
が
、
女
の
感
で
し
ょ
う
か
、

見
破
ら
れ
て
し
ま
い
、
そ
の
先
生
は

村
に
居
た
た
ま
れ
ず
に
出
て
行
か
れ

ま
し
た
。
名
医
の
評
判
が
高
か
っ
た

だ
け
に
、
惜
し
い
こ
と
を
し
た
と
今

も
残
念
に
思
っ
て
い
ま
す
。

　
盲
腸
で
入
院
し
た
好
男
子
に
、
美

人
の
看
護
婦
が
過
剰
の
サ
ー
ビ
ス
を

し
て
ね
ん
ご
ろ
に
な
り
、
道
な
ら
ぬ

恋
に
落
ち
て
悲
し
い
運
命
を
た
ど
っ

た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
あ
れ
も
こ

れ
も
、
み
ん
な
昔
の
遠
い
夢
で
す
。

昭
和
十
八
年
の
役
職
員

　
　
（
仁
田
　
戸
田
千
代
さ
ん
提
供
）

　
上
段
右
か
ら
　
山
田
勇
（
仁
田
）

板
場
ヤ
ス
（
看
護
婦
）
　
高
津
長
作

（
塩
辛
）
　
高
橋
藤
平
（
大
白
倉
）

江
ロ
増
之
（
小
白
倉
）
　
木
村
正
吉

（
仁
田
）
　
田
辺
宗
吉
（
孫
四
郎
）

平
沢
匡
介
（
真
人
）

　
中
列
右
か
ら
　
大
久
保
音
吉
（
野

口
）
　
野
沢
永
蔵
（
野
ロ
）
　
木
村

喜
作
（
仁
田
）
　
丸
山
仲
泰
（
新
町

新
田
）
　
関
根
文
代
（
看
護
婦
）

清
水
（
不
詳
）
（
寺
ケ
崎
）
　
木
村
才
吉

（
仁
田
）
　
山
口
芳
蔵
（
仁
田
）

　
前
列
左
か
ら
　
田
口
壮
太
（
木
落
）

根
津
徳
蔵
（
原
田
）
　
田
中
勝
平
（
小

白
倉
）
　
野
沢
秀
保
（
仁
田
）
　
戸

田
貞
次
（
仁
田
）
　
野
沢
先
生

丸
山
金
太
郎
（
下
原
）
　
須
藤
喜
策

（
仁
田
）

3・11・10癒



第22回町内小学校

親善陸上大会
5年男子1，500m決勝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
詞

十
月
九
日
、
十
日
町
市
陸
上
競
技
場
で
、
町
　
　
　
　
　
　
千

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

内
小
学
校
（
五
～
六
年
）
親
善
陸
上
大
会
が
開
　
　
　
　
　
　
美

か
れ
ま
し
た
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
学

　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山

当
日
は
、
六
種
目
て
大
会
新
記
録
が
、
一
種
　
　
　
　
　
　
丸

目
で
犬
会
タ
イ
記
録
が
そ
れ
ぞ
れ
生
ま
れ
ま
し
③

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
。
　
　
（
＊
印
親
大
会
新
　
タ
”
大
会
タ
イ
）
　
　
　
　
　
　
商

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
耶

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
亜

、
．
婆
慧
雛
嚢
ル
糠

踊
．
璽
、
臨
，
、
鞭
霞
麟
　
　
淳

購
灘
灘
講
購
認
知

・
．
舗
麹
響
．
懸
，
響
陵
羅

　
　
轟
醗
糊
薫
鰯
　
灘
撰
鞭
麟
繍
う
－
：
…
：
：
…
…
…

，
麟
懸
蝦
麗
醗
撒
醐
勘
　
囲

　
　
　
　
麟
糠
幅
暴
聾
呼
隆

　
　
　
　
　
　
　
　
巽
　
　
　
　
2
　
　
　
　
宗

　
　
　
　
　
　
　
諺
　
鎌
　
難
㈱
　
ド
　
　
　
野

　
　
　
聯
灘
繰
難
鑛
轟
裾

　
　
　
　
　
懸
謙
、
、
…
灘
．
灘
灘
欝
撒
子
　
　

（

　
　
　
購
騒
轍
灘
幽
脳
麗
黙
　
　
駄

　
　
　
響
醗
盤
・
灘
塾
　
　
離

　
　
　
　
灘
鑑
麗
響
黙
撫

　
　
　
　
　
幽
踊
幽
藻
撫
灘
ー
吉

　
　
　
　
講
翼
臓
．
慧
醐
㎝
蝋
貯

　
　
　
　
　
　
　
、
鰹
霧
，
難
　
【
5
卿
6
①渡辺洋平（千手）②片桐健太（同）③丸山栄太（同）1＊①野上康代（千手）②池竹千津子（橘）③山本有紀（同）

　　　　　　　　　　　　　　　　　ド5年80メートルパードル　　　　　　　　　　　　　　i5年80メートルパードル

　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨ①尾身尚也（千手）②高橋智士（同）③高橋新（仙田）i①清水彩子（上野）②小林理恵（仙田）③須藤輝美（橘）

6年同　　　　　　　　　　　　　　i6年同
①丸山直樹（千手）②清水利光（上野）③山口淳史（橘）i＊①野上康代（千手）②高橋陽子（上野）③小幡佑佳（橘）

5年1500メートル　　　　　　　　　　　　　　　　i5年800メートル
①野沢貴宏（橘）②山岸大佑（千手）③大久保喜弘（橘）1①小林由子（仙田）②小林優（同）③高津礼子（橘）

6年同　　　　　　　　　　　　　　i6年同
①長谷川正和（仙田）②井上吉典（千手）③小野塚拓也（同）i①星名冴子（上野）②星野智子（仙田）③柳　香織（千手）

　　　　　　　　　　　　　　　　　コ5年走り幅とび　　　　　　　　　　　　　　　　　i5年走り幅とび
タ①尾身尚也（千手）②藤巻恵太（橘）③平沢克広（千手）i①丸山学美（千手）②南雲裕子（同）③水落亜耶（橘）

6年同　　　　　　　　　　　　　　i6年同
①高橋伸一（千手）②井上吉典（同）③山口淳史（橘）i①星野智子（仙田）②南雲美幸（千手）③羽鳥真弓（上野）

5年走り高とび　　　　　　　　　　　　　　　　　i5年走り高とび
①柳　昌光（千手）②高橋智士（同）③村越祐介（橘）i＊①清水彩子（上野）②須藤輝美（橘）③高橋るみ（千手）

6年同　　　　　　　　　　　　　　i6年同
＊①清水利光（上野）＊②長谷川正和（仙田）③根津隆（上野）i①池竹千津子（橘）②相崎法子（千手）③小幡佑佳（橘）

5年400メートルリレー

＊①千手A（柳昌光、内山鉄兵、高橋智士、尾身尚也）

②橘（野沢貴宏、戸田和樹、村越祐介、藤巻恵太）

③千手B（茂野進、斎藤保、山岸大佑、平沢克広）

6年同
＊①千手A（片桐健太、渡辺洋平、丸山栄太、丸山直樹）

②干手B（清水剛、高橋秀幸、高橋伸一、中条孝一）

i5年400メートルリレー
り

i①干手A（星名泉、丸山学美、高橋るみ、清水美江）
き

i②仙　田（小林るみ、小林理恵、小林優、小林由子）

i③上　野（渡貫智子、高橋三代子、佐藤由梨、清水彩子）

i6年同
　

i①上野A（根津美保、高橋陽子、羽鳥真弓、星名冴子）

i②橘（小幡佑佳、山本有紀、羽鳥奈緒子、池竹千津子）

　③橘（五十嵐竜也、丸山亮太郎、関口勝彦、山口淳史）i③干手A（相崎法子、平野彩子、川崎愛、野上康代）
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皇
図
圖
團

囲
函
回
▽

　
話
題
の
新
刊
書
紹
介

○
だ
か
ら
私
は
嫌
わ
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
ビ
ー
ト
た
け
し

　
政
治
経
済
、
社
会
風
俗
か
ら
芸
能

界
ま
で
、
す
べ
て
を
ブ
ッ
タ
切
っ
た

毒
舌
爆
弾
と
著
者
自
ら
は
言
う
。
さ

て
、
論
戦
に
ど
う
反
応
す
る
か
。

○
恋
愛
論
　
　
　
　
　
柴
門
ふ
み

　
今
、
注
目
の
恋
愛
論
。
自
分
の
体

験
を
ふ
ま
え
た
型
破
り
の
論
法
が
魅

力
的
。
同
一
著
者
の
「
愛
こ
そ
が
す

べ
て
」
も
併
せ
て
ど
う
ぞ
。

○
も
も
の
か
ん
づ
め

　
　
　
　
　
　
　
　
さ
く
ら
も
も
こ

　
漫
画
「
ち
び
ま
る
子
」
の
作
者
が

綴
っ
た
抱
腹
絶
倒
の
エ
ッ
セ
イ
集
。

地域の若い衆による劇「桃太郎

　
ズ
ッ
コ
ケ
、
失
敗
な
ど
、
自
分
を

さ
ら
け
出
し
た
面
白
さ
に
引
か
れ
る
。

○
日
本
の
大
学
　
　
　
　
　
桂
文
珍

　
自
ら
大
学
の
講
師
を
勤
め
る
落
語

家
の
著
者
が
み
た
当
世
大
学
生
気
質
。

「
こ
の
国
の
学
生
は
こ
ん
な
で
っ
せ

！
」
と
、
そ
の
体
験
を
語
る
。

○
い
ま
脳
死
を
ど
う
考
え
る
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
渡
辺
淳
一

　
世
界
が
認
め
る
脳
死
を
、
日
本
で

は
な
ぜ
認
め
な
い
の
か
。
脳
死
の
現

状
と
問
題
点
を
具
体
的
に
解
説
す
る
。

○
ア
ジ
ア
か
ら
来
た
花
嫁
宿
谷
京
子

　
農
山
村
で
深
刻
化
す
る
嫁
不
足
。

そ
の
中
で
急
増
す
る
ア
ジ
ア
か
ら
の

花
嫁
た
ち
。
そ
の
実
態
を
全
国
か
ら

の
レ
ポ
ー
ト
で
描
く
話
題
の
書
。

O
N
O
と
言
え
る
日
本

　
　
　
　
盛
田
昭
夫
・
石
原
慎
太
郎

　
日
米
関
係
の
方
策
。
米
国
と
対
等

に
渡
り
合
う
た
め
に
、
日
本
の
政
治

家
の
発
言
と
し
て
反
響
を
呼
ん
だ
。

　
十
月
二
十
日
、
岩
瀬
ラ
イ
ス
セ
ン

タ
ー
で
、
「
あ
き
ま
つ
り
芸
能
大
会
」

が
開
か
れ
ま
し
た
。
こ
の
催
し
は
、

岩
瀬
ね
っ
こ
の
会
（
登
坂
正
道
会
長
．

会
員
1
9
人
）
が
「
地
域
の
活
性
化
を

図
ろ
う
」
と
企
画
し
た
も
の
で
、
こ

と
し
で
五
回
目
と
な
り
ま
す
。

　
当
日
は
、
劇
、
踊
り
、
カ
ラ
オ
ケ

な
ど
三
十
の
出
し
も
の
に
、
集
ま
っ

た
人
た
ち
は
大
い
に
沸
き
ま
し
た
。

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝3＝＝3＝＝＝＝＝＝2＝33＝＝3＝2雷＝＝＝＝器＝器＝＝＝＝＝＝＝＝＝3＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

　籔薙〈
仙
田
小
学
校
1

3・”・10魯

臨
、繕．

鵬
晶
．

　
　
　
　
　
　
　
　
灘

2
年
高
橋
咲
子
さ
ん

5
年
小
林
理
恵
さ
ん

4
年
木
村
亮
介
君

6年星野智子さん

1
年
登
坂
竜
也
君

3
年
小
林
美
奈
子
さ
ん

（
12
月
号
は
白
倉
小
学
校
で
す
）



こ
利
用
く
だ
さ
い

簡
易
裁
判
所
の
民
事
調
停

●
調
停
は
、
法
律
が
か
ら
ん
だ
悩
み

　
ご
と
を
解
決
し
ま
す

　
た
と
え
ば
、
金
銭
・
交
通
事
故
・

土
地
・
建
物
な
ど
の
も
め
ご
と
で
お

困
り
の
方
は
、
調
停
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。
調
停
は
法
律
上
の
も
め
ご
と

を
な
ん
で
も
取
り
扱
い
、
解
決
に
努

力
し
ま
す
。

●
調
停
と
は

　
調
停
を
申
し
立
て
た
人
と
相
手
に

さ
れ
た
人
の
双
方
に
裁
判
所
に
来
て

も
ら
い
、
も
め
ご
と
を
解
決
す
る
制

善

　
一
般
寄
付

相
崎
和
子
（
沖

度
で
す
。
調
停
委
員
が
双
方
か
ら
事

情
を
聞
い
て
仲
裁
し
ま
す
。

●
申
し
立
て
の
手
続
き
は
簡
単
で
す

　
裁
判
所
の
窓
口
に
、
本
人
（
ま
た

は
代
理
人
）
が
来
て
く
だ
さ
れ
ば
、

職
員
が
手
続
き
を
教
え
ま
す
。
そ
の

際
、
印
鑑
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

●
費
用
は
少
額
で
済
み
ま
す

　
た
と
え
ば
、
　
「
貸
し
た
お
金
五
十

万
円
を
返
し
て
ほ
し
い
」
と
い
う
申

し
立
て
の
場
合
、
手
数
料
（
印
紙
代
）

二
、
八
○
○
円
と
切
手
代
三
一
〇
円

で
済
み
ま
す
。

意
（
敬
称
略
）

立
）
　
＋
万
円

●
調
停
手
続
き
に
つ
い
て

　
詳
し
く
知
り
た
い
方
は
、
十
日
町

簡
易
裁
判
所
（
鱈
五
二
ー
二
〇
八
六
）

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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襲
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青
少
年

娠　
　
、
鼎

認
σ
　
、

黙

あなたのまちで

　わたしのまちで

11月は全国青少年

　　健全育成強調月間

ふるさとの真心を届けます
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ふれあひ広場
　
十
月
二
十
七
日
、
東
京
高
円
寺
で
、
町
商
工
会

青
年
部
が
、
ふ
れ
あ
い
広
場
を
開
き
ま
し
た
。

　
こ
の
ふ
れ
あ
い
広
場
は
、
町
の
特
産
品
（
漬
け

物
、
ソ
バ
、
モ
チ
な
ど
）
を
販
売
す
る
と
と
も
に
、

各
種
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て
川
西
町
を
知
っ
て
も
ら

お
う
と
い
う
も
の
で
、
今
回
で
六
回
目
。
当
日
は
、

雨
の
天
候
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
町
出
身

者
を
含
む
多
く
の
人
が
訪
れ
ま
し
た
。

　
と
り
わ
け
人
気
が
高
か
っ
た
の
は
、
地
酒
の
試

飲
や
山
菜
お
こ
わ
、
焼
き
お
に
ぎ
り
、
ア
ン
ブ
な

ど
の
各
コ
ー
ナ
ー
で
す
。
季
節
感
の
な
い
東
京
で
、

田
舎
な
ら
で
は
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
さ
さ
や
か
な
秋

の
風
と
な
っ
て
届
い
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
青
年
部
の
人
た
ち
は
、
　
「
天
候
が
悪
か
っ
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
多
く
の
町
出
身
者
な
ど
か
ら
お

取
り
持
ち
を
い
た
だ
い
た
。
ま
た
、
お
手
伝
い
も

し
て
い
た
だ
い
て
、
と
て
も
感
謝
し
て
い
ま
す
。
」

と
、
関
係
者
に
お
礼
を
述
べ
て
い
ま

し
た
。

キ
ネ
と
ウ
ス
で
つ
い
た
本
物
の
モ
チ

つ
き
を
珍
ら
し
そ
う
に

野口芸能保存会による「剣の舞」

郷土の伝統芸能の
保存・伝承に努める

　
十
月
二
十
七
日
、
橘
小
学
校
体
育
館
で
、
町
芸
能

協
会
（
若
山
三
郎
会
長
・
会
員
百
五
十
人
）
主
催
に

よ
る
、
芸
能
発
表
会
が
あ
り
ま
し
た
。

　
同
会
は
、
地
域
の
活
性
化
、
伝
統
的
な
郷
土
芸
能

の
普
及
伝
承
、
ゆ
と
り
あ
る
生
き
が
い
づ
く
り
を
目

的
と
し
て
、
昭
和
六
十
三
年
に
組
織
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
発
表
会
も
発
足
と
同
時
に
開
催
し
て
お

り
、
こ
と
し
で
三
回
目
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
各
地
域
や
愛
好
者
で
組
織
さ
れ
て
い
る

十
一
団
体
、
七
個
人
か
ら
、
　
「
剣
の
舞
」
や
「
酒
田

節
」
な
ど
、
二
十
一
の
出
し
も
の
が
披
露
さ
れ
ま
し

た
。　
各
地
域
に
残
っ
て
い
る
伝
統
芸
能
が
、
同
会
な
ど

を
中
心
に
し
て
伝
承
・
保
存
さ
れ
、
ま
た
、
多
く
の

人
た
ち
が
関
心
を
寄
せ
て
、
い
つ
ま
で
も
後
世
に
受

け
継
が
れ
て
い
く
こ
と
を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。
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葛
篭
葛
葛
葛
骸
骸
駿
名
曝

戸
籍
の
窓
か
ら

葛
葛
葛
葛
葛
慧
葛
葛
犠
毎
葛
犠
筈

た
か
さ
ご
ー
ご
円
満
に

ハ　 ォヘ　ハ　 ノヘ小高村渡里星小市

川橋越辺村野林川

千　美泰克　美
　肇佐　　優知茂
花　子広美　子

栄
　
町

元
　
町
か
ら

野
　
口

湯
之
谷
村
か
ら

＋
日
町
市
か
ら

野
　
口

発
電
所
通
り
東

発
弔
巴
所
・

通
り
東
力
ら

小
わ
額

　
　
　
俳
項

太
田
白
南
風
選

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
影
移
り
ゆ
く
山
紅
葉

　
　
　
　
　
　
高
倉
　
斎
木
　
和
人

飛
石
の
茶
室
秋
日
の
や
わ
ら
か
く

　
　
　
　
　
　
三
領
高
橋
た
か
し

観
覧
車
ゆ
っ
く
り
廻
り
鰯
雲

　
　
　
　
　
足
立
区
　
駒
形
頼
太

焚
き
屑
へ
掃
き
よ
せ
て
焚
く
落
葉
か
な

　
　
　
　
八
王
子
市
　
松
浦
　
サ
ク

夫
婦
杉
見
上
げ
て
さ
み
し
神
の
留
守

　
　
　
　
　
練
馬
区
　
須
藤
遊
人

錦
鯉
色
あ
ざ
や
か
に
水
澄
め
り

　
　
　
　
　
小
白
倉
　
田
中
　
優
美

城
山
の
錦
い
よ
い
よ
燃
え
さ
か
り

　
　
　
　
　
　
上
野
　
星
名
　
春
子

り
ん
ど
う
の
花
や
峠
の
道
し
る
べ

　
　
　
　
　
　
大
倉
　
中
条
　
石
平

母
逝
き
て
二
十
五
回
忌
月
め
ぐ
る

　
　
　
　
　
　
霜
条
　
星
名
　
星
光

紅
葉
の
湖
面
に
映
え
て
奥
只
見

　
　
　
　
　
　
岩
瀬
　
登
坂
伊
智
子

（高
橋
一
義
発
電
所
通
り
東

高
　
橋
　
文
　
恵
　
津
南
町
か
ら

う
ぶ
声
ー
お
す
こ
や
か
に

柄押平星沢木野名
押
木
あ
ゆ
み

コ
ン
バ
イ
ン
シ
ー
ト
の
ま
＼
に
休
め
あ
り

音
立
て
㌧
貨
車
着
く
土
手
の
秋
桜

荒
縄
で
が
ん
じ
が
ら
め
の
庭
囲

遠
山
の
嶺
々
白
く
秋
日
和

秋
風
に
揺
れ
コ
ス
モ
ス
の
花
ざ
か
り

我
が
村
を
一
望
に
し
て
き
の
こ
狩
り

畑
隣
り
茶
を
呼
ぶ
声
や
秋
日
和

葉
鶏
頭
紅
透
け
る
ご
と
陽
を
浴
び
て

け
た
＼
ま
し
も
ず
の
止
り
し
枝
ゆ
れ
て

日
の
当
た
る
と
こ
ろ
へ
運
び
豆
落
と
し

新
米
の
着
き
し
知
ら
せ
の
長
電
話

孫
よ
り
の
派
手
な
ネ
ク
タ
イ
敬
老
日

山
畑
の
道
巾
せ
ま
き
草
紅
葉

羅
灘
㌃
男
沖
立

遷
桿
葎
長
女
四
郎
兼

簾
京
昇
子
長
男
栄
町

鰹
r
難
二
女
沖
立

　
　
裕
浩
美
長
女
囎
酊

　
　
　
新
町
　
渡
辺
　
玉
泉

　
八
王
子
市
　
田
中
　
ひ
さ

　
　
　
岩
瀬
　
小
川
　
益
栄

　
　
　
木
落
丸
山
、
詩
朗

　
　
　
野
口
　
村
越
　
春
野

　
　
　
元
町
金
子
鉄
平

　
　
　
上
町
　
高
橋
　
願
似

　
　
　
原
田
　
根
津
と
さ
子

　
　
綾
瀬
市
　
野
沢
ま
す
え

　
　
　
野
口
　
村
越
　
　
幸

　
　
、
仁
田
　
羽
鳥
　
美
穂

　
伊
勢
原
市
　
金
子
　
桂
吉

　
　
小
白
倉
　
江
口
み
ゆ
き

中
村
霜
臓
セ
女
坪
山

入
沢
ち
あ
き
　
　
昇
　
　
長
女
上
　
野

　
　
　
　
　
恵
　
子

昇
天
1
ご
め
い
福
を
祈
る

水増清高高登上丸
品田水橋橋坂村山

新
平
6
9
（
本

謙
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7
8
（
英

正
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7
8
（
本

定
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8
0
（
本

ハ
マ
8
5
（
寅

義
一
8
7
（

フ
ジ
9
0
（
直

ト
キ
9
5
（

　
　
　
霜
条

　
　
中
島
町

　
　
　
野
口

　
　
　
仁
田

　
　
　
野
口

　
　
山
野
田

　
　
中
屋
敷

　
　
浦
和
市

　
発
電
所
通
り

　
　
　
新
町

　
　
厚
木
市

　
　
　
上
野

　
　
　
上
野

　
　
進
）
至
新
田

　
　
清
　
）
新
㎝
新
田

　
　
　
大
海
　
白
涛

　
　
　
相
沢
　
鈴
江

　
　
　
野
沢
　
寅
生

　
　
　
小
幡
し
ん
女

　
　
　
野
沢
　
静
江

　
　
　
藤
田
ひ
ろ
志

　
　
　
数
藤
壮
一

　
　
　
登
坂
　
博
史

　
　
　
春
日
　
ぶ
ん

　
　
　
井
川
　
　
亘

　
　
　
川
崎
　
保
一

す
じ
秋
深
し

　
　
　
内
山
　
寛
平

　
　
　
入
沢
　
は
や

造　三人人夫人
）　）　）　）　）　）　）

奮仁三鞭蝿
島田田領瀬町深

褄
と
り
て
花
嫁
来
た
る
秋
ざ
く
ら

紅
葉
濃
し
山
ふ
と
こ
ろ
の
峠
茶
屋

秋
草
の
花
の
中
な
る
開
田
碑

枝
た
わ
㌧
紫
式
部
の
実
の
丸
き

台
風
の
去
り
薄
雲
に
月
か
＼
り

吹
き
倒
れ
咲
き
つ
づ
け
お
り
秋
桜

窓
よ
り
の
秋
刀
魚
の
焼
け
る
匂
い
き
し

台
風
の
合
間
も
虫
の
声
や
ま
ず

紅
バ
ラ
の
色
あ
せ
散
り
し
秋
の
風

山
紅
葉
彩
り
日
毎
寒
さ
増
し

高
崎
の
観
音
詣
り
秋
日
和

黄
昏
る
～
煙
一

良
き
え
に
し
心
和
み
て
秋
日
和

　
　
　
　
　
　
動
臓
硬

　
動
脈
は
、
酸
素
や
栄
養
分
を
含
む

血
液
を
脳
、
心
臓
、
腎
臓
な
ど
の
重

要
な
臓
器
に
送
り
届
け
る
血
管
で
す
。

そ
の
動
脈
が
本
来
の
軟
ら
か
さ
を
失

っ
て
、
硬
く
も
ろ
く
な
り
、
血
管
壁

が
厚
く
な
っ
た
り
、
血
管
の
内
膜
が

滑
ら
か
で
な
く
な
っ
た
り
し
た
り
す

る
状
態
を
動
脈
硬
化
と
い
い
ま
す
。
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動
脈
硬
化
が
進
む
孟
管
の
中
翻

が
狭
－
な
9
ら
に
は
完
全
に
閉
轟

ざ
さ
れ
て
、
各
臓
器
の
働
き
が
著
し
衡

－
渥
わ
れ
て
隷
い
統
例
え
囎

器
轄
勉
、
ま
れ
は
脳
卒
中
認

動
脈
硬
化
の
三
大
危
険
因
子
と
し
臨

て
・
①
血
液
脂
肪
の
異
常
（
特
に
総
麗

コ
レ
ス
テ
▽
ル
）
②
高
崖
③
喫
嬬

煙
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、

肥
満
、
運
動
不
足
、
ス
ト
レ
ス
な
ど

も
動
脈
硬
化
を
促
進
さ
せ
る
と
い
わ

れ
ま
す
。

　
先
日
の
町
の
健
康
診
断
で
は
、
実

に
二
十
ニ
パ
ー
セ
ン
ト
も
の
方
が
高

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
と
診
断
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、
地
区
に
よ
っ
て
は
二
十
五

パ
ー
セ
ン
ト
、
四
人
に
一
人
が
高
コ

レ
ス
テ
ロ
ー
ル
と
い
う
所
も
あ
り
ま

す
．　
動
脈
硬
化
の
治
療
に
は
、
食
事
療

法
、
日
常
生
活
の
改
善
、
薬
に
よ
る

治
療
が
あ
り
ま
す
。
食
事
の
面
で
は
、

高
脂
血
症
や
高
血
圧
症
を
防
ぐ
た
め

の
配
慮
が
必
要
で
す
し
、
日
常
生
活

の
面
で
は
、
適
当
な
運
動
、
禁
煙
な

ど
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
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